
こ
れ
は
、
「
皇
學
館
論
叢
」

三

0
ー
六
（
平
成
九
・

ー
ニ
）

掲
載
の

「
馬
瀬
狂
言
の
研
究
」
の
資
料
で
あ
る
。
三
重
県
伊
勢
市
馬
瀬
町
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
馬
瀬
狂
言
は
、
昭
和
三
八
年
に
県
指
定
の
無
形
文
化
財
と
な

っ

て
お
り
、
現
在
も
馬
瀬
狂
言
保
存
会
に
よ

っ
て
定
期
的
に
上
演
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
芸
は
、
現
在
も
江
戸
時
代
に
和
泉
流
の
芸
を
伝
え
て
く
れ
た
師

（
玉
泉
）
の
教
え
の
ま
ま
で
あ
る
。
馬
瀬
町
に
は
馬
瀬
狂
言
に
関
す
る
文

献
資
料
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
馬
瀕
狂
言
の
芸
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

近
世
伊
勢
地
方
の
芸
能
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回

は

じ

め

に

馬
瀬
狂
言
の
研
究

＿資

料

＿

山

中
（
資
料
）

華

皇
學
館
論
叢
第
三
十
一
巻
第
二
号

平

成

十

年

四

月

十

日

は
、
「
馬
瀬
狂
言
の
研
究
」
に
直
接
関
係
す
る
資
料
の
う
ち
五
つ
を
資
料

と
し
て
ま
と
め
た
。
「
花
盗
人
」
「
三
十
日
囃
子
」
の
二
台
本
に
つ
い
て
は
、

一
子
相
伝
の
教
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
馬
瀬
狂
言
発
展
の
た
め
に
」
と

い
う
馬
瀬
狂
言
保
存
会
の
御
好
意
で
翻
刻
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
改
め
て
馬
瀬
狂
言
保
存
会
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
八
年
に
は
、
馬
瀬
狂
言
保
存
会
の
ほ
う
か
ら

「馬
瀬
狂
言
集」

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
馬
瀬
の
現
行
曲
の
う
ち
狂
言
三
六
番
と
謡
（
馬
瀬

独
自
の
「
豊
年
の
貢
」
「
長
久
楽
」
を
含
む
）、
笛
や
太
鼓
の
譜
が
載
せ
て

あ
り
、
現
在
の
馬
瀬
狂
言
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

馬
瀬
の
文
献
資
料
＿
覧

馬
瀬
狂
言
保
存
会
の
会
長

・
中
林
さ
ん
の
も
と
で
存
在
を
確
認
し
た
資

料
四
五
点
に
つ
い
て
、
表
紙
と
そ
の
内
容
を
簡
単
に
記
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
資
料
は
馬
瀬
狂
言
を
受
け
継
ぐ
各
家
に
よ

っ
て
管
理
保
存
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
資
料
の
存
在
が
予
測
さ
れ

る
が
、
平
成
八
年
十
月
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
資
料
に
は
辻

能
の
仙
助
座
の
番
組
も
含
ん
で
い
る
。
な
お
、
こ
の

一
覧
以
外
の
馬
瀬
狂

言
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
現
在
整
理
・
調
査
中
で
あ
る
。
表
記
は
原

文
の
ま
ま
と
し
、
不
読
の
文
字
に
は
口
を
あ
て
た
。
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9
、
野
村
流
儀

冬
吉
日

7
、
歌
仙

他

5
、
謡
目
録

本
主

2
、
其
の
四

子
の
と
し

な
お
、
こ
の
一
覧
の
資
料
名
は
冊
子
の
表
書
き
で
あ
り
、
（

中
の
調
査
時
の
覚
書
で
あ
る
。

ー

四
季
の
謡
（
内
表
紙
「
本
主

吉
日
」
謡
の
台
本
）

小
鼓
手
附
秘
事
（
裏
表
紙
「
文
政
十
四
年

天
保
二
年
の
追
善
の
記
録
あ
り
）

3
、
太
鼓
頭
附
書
（
内
表
紙
「
上
掛
り

4
、
其
の
二
小
鼓
手
附
秘
書
加
茂

粂
治
郎
（
大
浦
ほ
か
。
）

ん
ざ
・
七
ツ
子

・
十
七
八

6
、
瓜
盗
人
（
台
本
）

六
儀
（
台
本
）

8
、
流
儀
狂
言
（
内
表
紙
「
他
見
不
祥

不
祥
」
台
本
）

10
、
狂
言
（
謡
等
の
記
録
）

11
、
狂
言
（
三
十
日
囃
子
・
び
わ
聟

12
、
狂
言
（
台
本
）

13
、
狂
言
謡

全
（
謡
の
目
録
・
覚
書

赤
木
粂
三
郎
の
名
前
あ
り
）

太
鼓

・
頭
附
」
他
の
曲
名
あ
り
）

羽
衣

馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

嘗
流
六
儀
他
見

文
政
十

一
年

疾
笛

ロ
ロ
七
五
朗
」
文
政
十
三
年
）

狂
言
（
内
表
紙
「
丁
酉
正
月
吉
日

子
の
と
し
冬
日

慶
應
四
年
戌
辰
年
二
月
（
笠
之
段
・
橋
弁
慶
．
狸
々
・
ざ

流
儀
狂
言
秘
書

玉
泉
翁
直
伝

明
治
初
期
の
も
の
） 前

川
粂
治
郎
」

一
子
相
偲
の
事
（
台
本

野
村
小
三
郎
直
惇
（
船
橋

雁
礫

謡
中
心
の
台
本
）

他
見
不
祥

一
巻

粂
治
良

）
は
山

1
4
、
狂
言
集

口
（
内
表
紙
「
馬
瀬
中
林
七
三
朗

栗
焼
・
能
の
始
ノ
事

一
巻

15
、
狂
言
本

16
、
狂
言
六
儀

17
、
狂
言
六
儀

受
者
也
他
見
不
祥

と
し
冬
吉
日
」

の
台
本
）

泉
玉
三
郎

三

□小
傘

文
政
十
一
年

18
、
狂
言
六
儀

19
、
熊
坂
太
鼓
手
附

20
、
こ
ん
く
わ
い

21
、
太
鼓
頭
附太

子
手
鉾

他
見
不
祥
（
台
本

狂
言
六
儀
正
月
吉
日
（
内
表
紙
「
偲

信
定
（
花
押
）
直

寅
口
と
し
（
富
士
松

七
三
朗
（
台
本
）

文
久
三
癸
亥
年
五
月
御
木
曳
二

出
ス

玉
泉
流

大
正
拾
年
二
月

清
水

2
2
、
鬼
瓦

23
、
狂
言
番
組
第
二
巻
（
二
千
石

和
の
も
の
。）

24
、
能
番
組

25
、
狂
言
六
儀

26
、

膏

薬

練

御

冷

船

ふ

な

2
7
、
不
明
（
こ
ん
か
い
の
台
本

28
、
狸
腹
鼓

29
、
釣
狐

狐
塚悪

坊

謡
の
台
本
）（

台
本
）

中
村
定
之
助
（
仕
舞
狂
言

文
荷

ひ
く
ず

他
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
昭

天
保
二
八
月
吉
日
（
仙
助
一
座
番
組
帳
）

鈍
太
郎
佛
師
（
台
本
）

長
刀
応
答
（
台
本
）

学
習
用
ノ
ー
ト
）

玉
泉
翁

偉

酉
の

後
部
は
欠
落

他）

著
（
大
正
時
代
に
書
か
れ
た
も
の

著

狂
言
集

全」
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四
•
海
士

42
、
六
儀

吉
日
（
目
録

他）

他
見
不
祥

-
•

寄
仙

40
、
謡
曲
手
引
き

加
茂
四
・
瓢
ノ
神

41
、
謡
曲
花
惇
書
（
謡
目
録

他
）

惇
書
（
謡
目
録

他
見
不
祥

尾
州

他）

-
．
紅
葉
狩

ニ

・
大
社

玉
泉
翁
信
定
偉

ニ
・
若
菜

天
保
八
丁
酉
年
冬

三

・
金
岡

其
師
直
惇
之
（
謡
の
台
本

43
、

流

義

六

儀

44
、
狂
言
番
組
担
（
嘉
永
三
年
1
大
正
四
年
ま
で
の
計
四

0
回
程
の
上
演

-
．
嵐
山

ニ

・
茸

船
ふ
な

三
・
子
盗
人

30
、
野
老
一
番
（
仕
舞
ハ
番
之
内
習
之
嘉
永
三
）

31
、
鈍
太
郎
嘉
永
庚
戌
年
三
月
吉
日
（
台
本
）

32
、
能
狂
言
番
組
嘉
永
四
辛
亥
（
仙
助
一
座
番
組
帳
）

33
、
花
折
流
儀
他
見
不
免
（
謡
台
本
）

34
、
花
折
玉
泉
会
（
台
本
演
出
の
記
入
あ
り
）

35
、
花
盗
人
天
保
七
丙
申
正
月
吉
日
写
（
台
本
）

36
、
萬
賓
小
謡
集
嘉
永
四
辛
亥
霜
月
吉
日
（
た
だ
し
、
曲
名
の
記
入

は
な
く
、
謡
の
文
句
だ
け
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。
）

37
、
水
掛
聟
安
政
五
戌
午
正
月
廿
日
相
勤
（
台
本
）

38
、
八
尾
（
台
本
天
保

□口
口
正
月
）

39
、
弓
矢
太
郎
（
内
表
紙
一
・
弓
矢
太
郎

四

・
不
阿
久
（
武
悪
）

三
・
唐
船

四
・
太
鼓
負

ニ
・
小
塩

馬
瀬
狂
言
所
有
曲
目
一
覧

曲
目
は
馬
瀬
の
台
本
・
番
組

・
名
寄
か
ら
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

記
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
馬
瀬
の
も
の
を
用
い
た
が
、
馬
瀬
に
お
い
て

読
み
や
漢
字
表
記
が
わ
か
ら
な
い
も
の
は
、
「
古
狂
言
台
本
の
発
達
に
関

し
て
の
書
誌
的
研
究
」
（
池
田
廣
司
）
に
従
っ
た
。
な
お
、
本
論
で
問
題

と
し
た
大
蔵
流
の
固
有
曲
に
は
●
を
、
和
泉
流
の
固
有
曲
に
は

0
を
、
鷺

流
の
固
有
曲
に
は
＊
を
つ
け
て
お
い
た
。
ま
た
、
未
確
認
で
は
あ
る
が
、

一
覧
に
記
し
た
一

九
三
番
以
外
に
も
馬
瀬
に
は
狂
言
十
数
番
が
存
在
す
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
半
能
（
狂
言
と
能
が
ま
ざ
っ
た
も
の
）
は
取
り
上

げ
ず
、
狂
言
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
の
み
を
扱
っ
た
。
「
竹
生
島
」
に

関
す
る
曲
は
こ
の
ほ
か
「
竹
生
島
詣
」
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
相
違
の
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
「
竹
生
島
参
」
の
み
を
あ
げ
た
。
ま

た
、
「
馬
瀬
狂
言
の
研
究
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
馬
瀬
で
は
〈
釣
狐
〉
と

〈
こ
ん
か
い
〉
を
別
曲
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
同
曲
異
名

の
も
の
を
別
の
曲
と
し
て
数
え
た
。

さ
れ
て
い
る

45
、
不
明
（
狂
言
台
本

記
録

ニ
ー
ニ
八

・
中
林
武
一
国
語
ノ
ー
ト
に
記
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し‘ ぁ

あ
か
が
り
（
厳
）

あ
く
た
が
わ
（
芥
川
）

あ
く
た
ろ
う
（
悪
太
郎
）

あ
く
ぼ
う
（
悪
坊
）

あ
さ
ひ
な
（
朝
比
奈
）

あ
そ
う
（
麻
生
）

あ
わ
た
ぐ
ち
（
粟
田
口
）

い
お
り
の
う
め
（
庵
の
梅
）

い
ぐ
い
（
居
杭
•
井
杭
）

い
し
が
み
（
石
神
）

い
な
ば
ど
う
（
因
幡
堂
）

い
ぬ
や
ま
ぶ
し
（
犬
山
伏
）

い
ま
ま
い
り
（
今
参
）

い
も
じ
（
伊
文
字
）

い
る
ま
が
わ
（
入
間
川
）

い
ろ
は
（
伊
呂
波
•
以
呂
波
）

ぅ
0
う
お
ぜ
っ
ぽ
う
（
魚
説
法
）

う
ぐ
い
す
（
鶯
）

う
し
う
ま
（
牛
馬
）

0
う
し
ぬ
す
び
と
（
牛
盗
人
）

0
う
た
あ
ら
そ
い
（
歌
論
）

馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

か

う
ち
ざ
た
（
内
沙
汰
）

う
つ
ぼ
ざ
る
（
靱
猿
）

う
り
ぬ
す
び
と
（
瓜
盗
人
）

お
に
し
み
ず
（
鬼
清
水
）

お
ば
が
さ
け
（
伯
母
が
酒
）

お
ひ
や
し
（
御
冷
）

お
ん
ぎ
ょ
く
む
こ
（
音
曲
聟
）

〇
お
ん
だ
（
御
田
）

か
き
う
り
（
柿
売
）

か
き
や
ま
ぶ
し
（
柿
山
伏
）

か
ぎ
ゅ
う
（
蝸
牛
）

か
く
し
だ
ぬ
き
（
隠
狸
）

か
ず
も
う
（
蚊
相
撲
）

か
せ
ん
（
歌
仙
）

か
な
お
か
（
金
岡
）

か
な
ず
じ
ぞ
う
（
金
津
地
蔵
）

か
に
や
ま
ぶ
し
（
蟹
山
伏
）

か
ね
の
ね
（
鐘
の
音
）

か
ま
ば
ら
（
鎌
腹
）

ぇ
0
え
ち
ご
む
こ
（
越
後
聟

お
に
が
わ
ら
（
鬼
瓦
）

お
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こ け

J

し
い
の
り
（
腰
祈

J

う
や
く
ね
り
（
膏
薬
煉
）

こ
う
じ
だ
わ
ら
（
柑
子
俵
）

じ
ゅ
う
き
（
重
喜
）

し
ゅ
う
く
が
ら
か
さ
（
秀
句
傘
）

し
ゅ
う
ろ
ん
（
宗
論
）

け
い
み
ょ
う
（
鶏
猫

こ
う
じ
（
柑
子
）

し
み
ず
（
清
水
）

し
ゃ
て
い
（
舎
弟

く
ら
ま
ま
い
り
（
鞍
馬
参
）

く
ら
ま
む
こ
（
鞍
馬
聟
）

く
り
や
き
（
栗
焼
）

く
び
ひ
き
（
首
引
き
）

く
も
ぬ
す
び
と
（
蜘
蛛
盗
人

く
じ
ざ
い
に
ん
（
閾
罪
人

く
ち
ま
ね
（
口
真
似
）

く
さ
び
ら
や
ま
ぶ
し
（
茸
山
伏
）

き
ん
や
（
禁
野
）

く

く
い
か
ひ
と
か
（
杭
か
人
か

く
さ
び
ら
（
茸
）

き

か
み
な
り
（
神
鳴

・
雷）

0
か
ん
じ
ん
ひ
じ
り
（
勤
進
聖
）

が
ん
つ
ぶ
て
（
雁
礫
）

き
つ
ね
ず
か
（
狐
塚
）

き
ろ
く
だ
（
木
六
駄
）

さ
ん
に
ん
の
ち
ょ
う
じ
ゃ
（
三
人
長
者
）

さ
ん
ぽ
ん
の
は
し
ら
（
三
本
柱
）

し
●
し
し
む
こ
（
師
子
聟
）

さ

こ
ぶ
う
り
（
昆
布
売
）

こ
ぶ
が
き
（
昆
布
柿
）

＊
こ
ん
か
い
（
今
悔
．
狐
檜
）

さ
つ
ま
の
か
み
（
薩
摩
守
）

さ
ど
ぎ
つ
ね
（
佐
渡
狐
）

さ
ん
に
ん
が
た
わ
（
三
人
片
輪
）

じ
し
ゃ
く
（
磁
石
）

じ
せ
ん
せ
き
（
二
千
石
）

じ
ぞ
う
ま
い
（
地
蔵
舞
）

し
ど
う
ほ
う
が
く
（
止
動
方
角
）

し
ぴ
り
（
痺
）

J

ぬ
す
び
と
（
子
盗
人
）

J

の
み
あ
ら
そ
い
（
木
実
争
・
木
貢
争
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ち そ せ す

す
え
ひ
ろ
が
り
（
末
広
が
り
）

す
お
う
お
と
し

（
素
抱
落
）

す
は
じ
か
み
（
酢
置
）

す
み
ぬ
り
（
墨
塗
）

せ
つ
ぶ
ん

（
節
分
）

せ
み

（蝉
）

そ
う
は
ち

（
宋
八
・
惣
八
）

そ
ら
う
で
（
空
腕
）

た
0
た
い
こ
お
い

（
太
鼓
負
）

だ
い
こ
く
れ
ん
が
（
大
黒
連
歌
）

0
た
い
し
の
て
ぼ
こ
（
太
子
の
手
鉾
）

0
た
う
え
（
田
植
）

た
か
ら
の
つ
ち
（
宝
の
槌
）

た
け
の
こ
（
竹
の
子
）

た
こ
（
章
魚
）

た
ち
ば
い
（
太
刀
負
）

た
ぬ
き
の
は
ら
つ
づ
み

（
狸
腹
鼓
）

ち
ぎ
り
き
（
千
切
木
）

ち
く
ぶ
し
ま
ま
い
り
（
竹
生
島
参
）

ち
ど
り
（
千
鳥
）

ち
ゃ
つ
ぼ
（
茶
壷
）

馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

ぬ I

J

 ＇ 

な
き
あ
ま
（
泣
尼
）

0
な
ぎ
な
た
あ
し
ら
い
（
太
刀
応
答
）

な
と
り
が
わ
（
名
取
川
）

な
べ
や
つ
ば
ち
（
鍋
八
撥
）

な
り
ひ
ら
も
ち
（
業
平
餅
）

な と つ

つ
う
え
ん
（
通
円
）

つ
く
ず
く
し
（
土
筆
）

つ
り
お
ん
な
（
釣
女
）

つ
り
ぎ
つ
ね
（
釣
狐
）

つ
り
ば
り
（
釣
針
）

ど
ぶ
か
っ
ち
り
（
丼
磁
）

ど
も
り
（
吃
り
）

ど
ん
ご
ん
そ
う
（
鈍
根
草
）

ど
ん
だ
ろ
う
（
鈍
太
郎
）

な
が
み
つ
（
長
光
）

な
る
こ
（
鳴
子
）

な
わ
な
い
（
縄
絢
）

に
お
う
（
仁
王
）

に
く
じ
ゅ
う
は
ち
（
二
九
十
八
）

に
わ
と
り
む
こ
（
鶏
聟
）

ぬ
け
が
ら
（
抜
殻
）
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ふ
〇
ぬ
し
（
塗
師
）

ね
ぎ
や
ま
ぶ
し
（
福
宜
山
伏
）

は
ぎ
だ
い
み
ょ
う
（
萩
大
名
）

は
く
よ
う
（
伯
陽
）

は
な
あ
ら
そ
い
（
花
争
）

は
な
お
り
（
花
折
）

0
ひ
く
ず
（
簸
屑
）

ひ
の
さ
け
（
樋
の
酒
）

ひ
め
の
り
（
絹
粥
）

ぶ
あ
く
（
武
悪
）

ふ
く
の
か
み
（
福
の
神
）

ふ
く
べ
の
し
ん
（
瓢
の
神
）

ふ
く
ろ
や
ま
ぶ
し
（
稟
山
伏
）

ふ
じ
ま
つ
（
富
士
松
）

は
り
だ
こ
（
張
蛸
）

ひ

び
く
さ
だ
（
比
丘
貞
）

は
ら
た
て
ず
（
腹
不
立
）

は
な
ご
（
花
子
）

は
な
ぬ
す
び
と
（
花
盗
人

は ね

ね
お
ん
ぎ
ょ
く
（
寝
音
曲

ぬ
り
つ
け
（
塗
附

み ま

ま
く
ら
も
の
ぐ
る
い
（
枕
物
狂
）

ぶ
ん
ぞ
う
（
文
蔵
・
文
三
）

ほ
う
し
が
は
は
（
法
師
が
母
）

ぼ
う
し
ば
り
（
棒
縛
）

0
ほ
う
じ
ょ
う
の
た
ね
（
北
条
の
種
）

ほ
ね
か
わ
（
骨
皮
）

ほ

ぶ
す
（
附
子
）

ふ
せ
な
い
き
ょ
う
（
布
施
無
経
）

ふ
た
り
だ
い
み
ょ
う
（
二
人
大
名
）

ふ
た
り
ば
か
ま
（
二
人
袴
）

ぶ
っ
し
（
仏
師
）

ふ
な
わ
た
し
む
こ
（
船
渡
聟
）

ふ
ね
ふ
な
（
舟
ふ
な
）

ふ
み
ず
も
う
（
文
相
撲
）

ふ
み
に
な
い
（
文
荷
）

ふ
み
や
ま
だ
ち
（
文
山
立
・
文
山
賊
）

ぽ
ん
さ
ん
（
盆
山
）

0
ま
つ
ば
や
し
（
松
囃
子
）

ま
つ
や
に

（松
脂
）

み
ず
か
け
む
こ
（
水
掛
聟
）

0
み
ず
き
か
ず
（
不
見
不
聞
）
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番
外
曲

ゎ ろ
0
ろ
く
に
ん
そ
う
（
六
人
僧
）

ろ
れ
ん
（
呂
蓮
）

れ ら`

わ
か
な
（
若
菜
）

あ
か
ぎ
ま
つ
り
（
赤
木
祭
）

ぅ
っ
ぽ
む
こ
（
靱
聟
）

こ
ろ
う
や
ま
ぶ
し
（
古
老
山
伏
）

馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

ら
く
あ
み
（
楽
阿
弥
）

れ
ん
が
ぬ
す
び
と
（
連
歌
盗
人

よ

よ
こ
ざ
（
横
座
）

よ
ぴ
ご
え
（
呼
声
）

よ
ね
い
ち
（
米
市
）

〇
ゆ
み
や
た
ろ
う
（
弓
矢
太
郎
）

ゆ

や
わ
た
む
こ
（
八
幡
聟
）

ゆ
う
ぜ
ん
（
祐
善
）

ほ
う
ね
ん
の
み
つ
ぎ
（
豊
年
貢
）

み
そ
か
ば
や
し
（
三
十
日
囃
子
）

み
と
り
ず
も
う
（
見
取
角
力
）

花
盗
人

（馬
瀬
本
）

天
保
七
年
写
の
馬
瀬
に
残
る
狂
言
台
本
。
台
本
の
表
紙
部
分
に
桜
の
花

の
飾
り
が
つ
い
て
い
る
。
中
林
武

一
氏
蔵
。
こ
れ
は
、
本
論
の
「
二

馬

瀬
狂
言
の
台
本
系
統
」
の
中
で
波
形
本
・
古
典
文
庫
本
と
と
も
に
比
較
に

用
い
た
台
本
の
翻
刻
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
馬
瀬
台
本
・
波
形
本
・
古

典
文
庫
本
の
対
照
表
を
作
成
し
、

三
台
本
の
異
同
を
確
認
し
た
。
な
お
、

や
せ
ま
つ
（
痩
松
）

や
わ
た
の
ま
え
（
八
幡
の
前

や も

も
ち
さ
け
（
餅
酒

や
お
（
八
尾
）

は
ち
（
蜂
）

び
わ
む
こ
（
琵
琶
聟

む

む
ね
つ
き
（
胸
突
）

ち
ょ
う
き
ゅ
う
ら
く
（
長
久
楽
）
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ア
ト
長
上
下
太
刀
持
出
ル

後
見

□な
ん
盃
持
出
ル

シ
テ

「
馬
瀬
狂
言
の
研
究
」
で
花
盗
人
の
対
照
表
を
用
い
、
馬
瀬
狂
言
の
台
本

は
「
口
伝
の
芸
を
書
き
留
め
た
も
の
」
と
記
し
た
が
、
表
紙
に
「
写
」
と

い
う
文
字
が
あ
り
、
馬
瀬
に
残
る
他
の
花
盗
人
の
台
本
と
比
較
を
要
す
る

の
で
こ
の
台
本
だ
け
で
は
断
言
で
き
な
い

。

天
保
七
丙
申
正
月

桜
花
ノ
作
物

合
片
衣
半
袴

ヘ
是
ハ
此
邊
リ
ノ
者
テ
御
座
ル
い
つ
も
と
ハ
申
な
か
ら
庭
前
ノ
花
が
見
事

に
咲
テ
御
座
ル
夜
前
何
者
し
れ
ず
さ
ん
人
＼
＇
に
あ
ら
し
て
御
座
ル
今
宵
は

自
身
番
を
し
て
花
盗
人
を
と
ら
よ
う
卜
存
ル

ヘ
是
ハ
此
邊
リ
の
者
デ
御

座
ル
夜
前
去
ル
方
へ
参
リ
返
ル
さ
に
あ
る
御
路
路
を
見
て
御
座
ハ
余
リ

花
か
心
よ
う
咲
て
御
座
っ
た
に
約
而

一
枝
手
折
と
あ
る
聖
人
に
参
ら

せ
て
御
座
れ
ハ
扱
々
」

1
オ

見
事
な
花
じ
ゃ
今

一
枝
卜
御
所
望
被
成
た
夫
故
今
宵
も
夜
前
の
所
へ
参
り

か
の
花
を
折
取
て
参
う
卜
存
ル
寒
の
人
の
こ
、
ろ
面
白
う
楽
花
を
無
得

花

盗

人

」

表

紙

オ

モ

テ

ワ
キ
ロ
ロ
ロ

吉

日

写

ウ 2
オ

前
卜
云
イ
今
宵
卜
云
イ
よ
う
花
を
折
取
り
に
参

っ
た
な

シ

心
に
折
取
と
云
ウ
ハ
心
な
ゐ
事
で
ハ
御
座
れ
共
聖
人
の
仰
が
も
だ
し
が
た

な
ゐ
に
伯
而
是
非
無
ウ
参
ル
事
じ
ゃ
イ
ヤ
何
か
と
云
間
に
是
じ
ゃ
ハ
、
ア

夜
前
の
事
を
ま
だ
亭
主
が
し
ら
ぬ
と
み
」

1
ウ

に
致
う

ア
ト
ヘ
カ
ッ
キ

ゑ
て
路
次
は
其
侭
あ
ゐ
て
有
先
入
ウ
ハ
、
ア
咲
た
り
／
＼
こ
り
や
夜
前
£

ま
し

ハ
咲
増
た
誠
に
咲
も
残
ら
ず
ち
り
も
始
ず
卜
云
う
ハ
此
事
じ
ゃ
扱
折
取
ら

ず
ハ
な
る
ま
ゐ
此
枝
に
致
ふ
か
イ
ヤ
是
ハ
見
事
て
折
れ
ま
ゐ
思
ひ
切
て
是

へ
こ
り
や
何
と
召
ル

が
ら
や
う
つ
ら
ふ
て
み
ん
」

3
オ

へ
な
ん
と
、
ハ
己
夜

シ

ヘ
ハ
ア
」

今
宵
ハ
此
花
の
本
に
さ
ら
し
置
夜
が
明
次
第
成
敗
致
ス
そ
う
心
得

ヘ
是
ハ
迷
迫
デ
御
座
ル
ア

ヘ
何
の
迷
迫
ま
ん
ま
と
花
盗
人
を
と
ら
へ

て
御
座
ル
夜
か
明
次
第
成
敗
致
し
存
ル
シ

ヘ
連
歌
跡
ヲ
埋
テ
花
ノ
暮

を
お
し
む
さ
こ
く
ま
さ
に
空
し
て
後
チ
ノ
春
を
ま
た
ず
卜
云
ウ
事
か
有
ル

古
の
さ
こ
く
卜
云
者
ハ
花
故
心
を
そ
ら
に
し
て
が
ゞ
た
る
谷
に
落
て
」

2

つ
ゐ
に
空
う
な
る
又
今
某
花
ゆ
へ
に
き
ら
れ
ん
事
そ
つ
と
も
い
と
わ
ず
あ

わ
ぶ

ら
詫
ま
じ
詫
候
ま
じ
ア
ヘ
花
盗
人
が
何
事
や
ら
申
ス
ヤ
ィ
ー
＼
汝

ハ
何
事
を
申
シ

ヘ
私
ハ
何
事
も
申
ハ
致
し
ま
せ
ぬ

へ
そ
ち
も
よ
う

思
て
も
み
よ
人
の
心
面
白
う
果

ハ
花
を
無
得
心
に
折
取
卜
云
ウ
事
が
あ

る
も
の
か
昔
か
ら
歌
に
も
へ
春
風
ハ
花
の
あ
た
り
を
よ
き
て
吹
ケ
心
す
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へ
サ
ア
／
＼
先
下
二
御
座
れ

馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

れ

へ
心
得
ま
し
た

ヘ
畏
テ
御
座
ル

ま
し
ま
せ

へ
先
夫
に
御
ま
ち
ゃ

ヘ
ひ
ら
に

―
つ
の

ま
せ

云
ら
ん

「
な
ど
、
有
物
を
無
得
心
に
折
取
卜
云
事
か
有
も
の
が

夫
レ
花
は
春
二
だ
に
有
レ
ば
又
咲
花
に
名
残
が
お
し
く
ば
折
取
卜
申
弼
も

有
か
卜
存
ま
す
る
へ
何
卜
云
弼
が
有
寄
へ
み
て
の
み
や
人
に
か
た

ら
ん
桜
花
手
毎
に
折
て
家
土
産
に
せ
ん
な
と
、
御
座
ル
時
は

一
枝
な
ど
手

折
と
て
さ
の
み
科
に
ハ
成
ま
す
ま
い
か
卜
存
ま
す
る
へ
扱
、
そ
な
た
は

心
の
や
さ
し
ゐ
人
じ
ゃ
此
」

3
ウ

上
ハ
歌
を
一
首
よ
ま
し
ま
せ
命
を
助
ケ
て
お
ま
せ
う
ぞ

へ
先
以
テ
添
存

ま
す
る
さ
り
な
が
ら
命
が
助
り
た
さ
に
冴
を
よ
ふ
だ
な
ど
、
御
座
つ
て
は

人
口
も
い
か
ゞ
て
御
座
ル
只
此
侭
に
御
成
敗
も
成
ま
せ

ハ
そ
な
た
の
聞
よ
う
か
わ
る
ゐ
そ
な
た
の
よ
ふ
な
心
の
や
さ
し
い
人
を
り

ゃ
う
じ
に
い
ま
し
め
た
と
が
を
そ
な
た
の
野
で
ゆ
る
さ
れ
た
い
と
」

4
オ

云
事
て
お
り
や
る
ひ
ら
に

一
首
よ
ま
し
ま
せ

み
ま
せ
う
が
ヘ
一
段
卜
よ
か
ろ
う

ヘ
早
出
た
か

め
を
と
ゐ
て
お
ま
せ
う

ヘ
是
ハ
添
存
ま
す
る

ヘ
扱
私
わ
も
う
こ
う
参
じ
ま
せ
う

へ
先
以
恭
存
ま
す
る
去
り
な
が
ら
」

4
ウ

命
を
助
ル
さ
へ
御
座
ル
に
只
此
侭
に
御
暇
申
ま
せ
う

ヘ
左
様
な
ら
は
頂
て
返
り
ま
せ
う
か

ア
へ
そ
ふ
あ
ら
は
よ
う
て
も

が
呑
う

り
の
／
＼
扱
又
是
を

ヘ
又
身
共

ヘ
御
座

ア
ト

ヘ
イ
ヤ
夫

シ
さ
）
う
も
御
座
り
ま
せ
う
か

寄

へ
此
春
は
花
の
本
に
て
縄
つ
き
ぬ
ゑ
ぼ
し
桜
と
人
や

ヘ
此
春
ハ
ヘ
縄
つ
き
ぬ

へ
し
た
り
／
＼
と
れ
／
＼
い
ま
し

へ
サ
ア
と
ゐ
た

ァ

ヘ
ヤ
ア
是
々
酒
を

―
つ
の
ま
し

へ
さ
り
な
が
ら

へ
身
共
が
酌
を
せ
う

へ
是
ハ
御
慮
外
て
御
座
り
ま
す
へ
丁
と
参
れ
／
＼

御
座
り
升
／
＼
扱
是
ハ
何
卜
致
ま
せ
う
へ
身
共
か

―
つ
呑
ウ
是
ハ
慮
外

て
御
座
ル
私
が
酌
を
致
ま
せ
う
丁
と
あ
が
り
ま
せ

な
た
へ
さ
そ
う

扱
こ
な
た
の
よ
う
な
心
の
や
さ
し
ゐ
人
が
夜
前
卜
云
イ
今
宵
卜
云
イ
な
ぜ

に
花
を
折
取
に
参

っ
た
ぞ
へ
さ
れ
ば
の
事
で
御
座
ル
夜
前
去
ル
方
へ
参

り
返
ル
さ
に
御
路
次
を
み
ま
し
て
御
座
れ
ハ
余
り
花
か
心
よ
う
咲
て
御
座

っ
た
に
伯
而

一
枝
手
折
と
あ
る
聖
人
に
参
も
て
御
座
れ
は
扱
、
見
事
な
花

じ
ゃ
今

一
枝
と
御
所
望
被
成
た
に
俯
而
夜
前
卜
云
イ
今
夜
卜
云
イ
」

5
ウ

此
よ
う
な
面
目
な
い
事
は
御
座
ら
ぬ
へ
扱
は
そ
の
様
ナ
事
か
扱
是
ヲ
こ

へ
ち
ょ
う
と
あ
か
り
ま
せ

ヘ
又
頂
ま
せ
う

慮
外
な
が
ら
こ
な
た
へ
進
せ
ま
せ
う

ヘ
有
ぞ
く
扱
か
う
請
持
っ

ヘ
慮
外
テ
御
座
ル
丁
と
あ
か
り
ま
せ

た
所
て

一
さ
し
ま
わ
せ
ら
れ
ゐ
そ
う
あ
ら
ハ
小
冴
を
謡
ま
せ
う
よ
う
御
座

候
う
」

6
オ

（
小
埒
）
う
へ
の
山
か
ら
鳥
が
く
る
や
ろ
花
か
ち
り
候
い
さ
さ
ら
ば
鳴
子

を
か
け
て
花
の
鳥
を
お
ほ
ふ
ア

ヘ
よ
い
や
／
＼
ー
シ

ヘ
不
調
法
致
し
ま

し
た

へ
扱
是
を
こ
な
た
へ
さ
そ
う
頂
ま
せ
う

又
花
の
春
は
清
水
の
た
、

た
の
め
た
の
も
し
き
春
も
千
、
の
花
盛
り
へ
是
ハ
御
宥
て
御
座
り
升
扱

又
是
を
慮
外
な
が
ら
こ
な
た
へ
進
ン
ぜ
ま
せ
う

へ
又
身
共
が
」

6
ウ

頂
こ
う
か

へ
丁
と
あ
か
り
ま
せ

へ
御
座
ル
／
＼
扱
こ
う
請
持
っ
た
所

オ

ヘ
御
座
ル
／
＼
」

5

-49-



て
何
成
共
を
一
さ
し
ま
わ
せ
ら
れ
ゐ
へ
舞
て
も
み
ま
せ
う
か
ヘ
一
段
と

よ
う
御
座
ろ
ふ
（
舞
）
キ
こ
う
し
／
＼
小
原
木
め
さ
れ
候
へ
お
は
ら

し
つ
は
ら
せ
り
や
う
の
里
お
ぼ
ろ
の
し
み
づ
に
か
げ
は
八
瀕
の
」

7
オ

里
人
し
ら
れ
ぬ
梅
の
に
ほ
ふ
や
し
ら
れ
ぬ
梅
の
に
ほ
ふ
や
此
や
ぶ
里
の

春
風
に
私
が
さ
き
ち
る
花
迄
も
雪
は
こ
ぼ
れ
て
春
さ
む
し
小
原
木
め
さ

れ
よ
お
は
ら
木
め
さ
れ
候
へ
（
右
は
舞
）
へ
よ
い
や
／
＼
＇
無
調
法
致
し

ま
し
た
中
々
面
白
イ
」

7
ウ

出
さ
し
ま
せ

取
ふ
扱
私
ハ
も
ふ
こ
ふ
さ
ん
し
ま
せ
う
ヘ
ヤ
ア
是
々
土
産
を
う
ま
せ
う

ヘ
是
ハ
添
の
ふ
御
座
る
（
桜
の
枝
を
折
）
是
ハ
添
の
ふ
存
ま
す
る
此

御
礼
に
は
聖
人
同
道
し
て
参
り
急
度
御
礼
申
ま
せ
う
聖
人
同
道
し
て
重
て

月
の
光
花
の
か
け
い
つ
れ
か
今
宵
の
思
ひ
て
な
ら
ん
あ
は

れ
一
枝
を
花
の
袖
に
手
折
て
」

8
オ

月
を
も
と
も
に
な
か
め
は
や
の
望
は
の
こ
れ
り

ア
添
の
ふ
存
ま
す
る

へ
よ
ふ
お
り
や

っ
た

三
十
日
囃
子
（
馬
瀬
本
）

こ
の
狂
言
は
、
台
本

【狂
言
】
の
中
に
〈
琵
琶
聟
〉
と
と
も
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
台
本
は
辻
能
の
一
座
・
仙
助
座
の
赤
木
粂
三
郎
に
伝
授

此
春
の
望
の
こ
れ
り
ハ
、

へ
ハ
ア
」

8
ウ

事
て
御
座
っ
た
扱
も
一
っ
参
ら
ぬ
か
も
ふ
御
取
被
成
て
被
下
左
を
あ
ら
ば

シ
テ
ヘ
一
日
く
と
お
く
る
ほ
ど
に
今
日
は
早
と
つ
と
大
晦
日
で
御
座
る

邊
に
は
歳
暮
の
御
祝
義
の
正
月
の
御
調
の
と
こ
と
の
ほ
か
賑
や
か
な
れ

狂
言

」
表
紙

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
記
し
て
あ
り
、
資
料
「
能
狂
言
番
組
」
の
番
組
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
瀬
狂
言
保
存
会
の
会
長
中
林
さ
ん
の
記
憶

に
よ
る
と
、
「
三
十
日
囃
子
」
は
昭
和
十
一
年
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
師
匠
さ
ん
は
当
時
青
年
団
の
中
林
さ
ん
に
上
演
を

勧
め
て
い
た
そ
う
だ
が
、
戦
争
に
よ
る
中
断
も
影
響
し
て
か
受
け
継
ぐ
機

会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
「
み
そ
か
ば
や
し
」

は
「
祖
家
秘
書
狂
言
大
全
集
」
（
国
会
図
書
館
蔵
）
に
も
収
め
ら
れ
て
お

り
〈
対
日
は
や
し
〉
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
黒
川
に
も
「
三
十
日
囃
」
が

存
在
す
る
と
い
う
。
馬
瀬
の
「
三
十
日
囃
子
」
は
「
祖
家
秘
書
狂
言
大
全

集
」
の
も
の
よ
り
も
短
く
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
黒
川
の

「
三
十
日
囃
」
に
つ
い
て
は
橋
本
朝
生
氏
が
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
（
昭
和
五

五
年
四
月
五
日
・
昭
和
五
七
年
二
月
一
日
）
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

こ
の
馬
瀬
の
「
三
十
日
囃
子
」
は
、
馬
瀬
狂
言
の
芸
を
知
る
事
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
「
祖
家
秘
書
狂
言
大
全
集
」
・
黒
川
・
馬
瀬
・
仙
助
座

の
関
係
と
芸
の
伝
承
経
路
を
探
る
の
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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返
弁
の
待
で
お
り
や
ろ
う

シ
ヘ
も
の
も
案
内
も

シ

ヘ
私
で
御
座
り
ま
す
る

馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

借

ヘ
イ
ヤ
表
に
案

シ

ヘ
た
、
今
返
弁
致
し
ま
す
る

[
道
明
寺
太
鼓

一
調
惇
あ
り
]

シ
ヘ
某
か
参
り
借
用
仕
り
直
に
返
弁
の
致
し
ま
せ
う

と
も
某
は
来
る
年
も
く
不
仕
合
せ
で
当
年
な
ど
ハ
年
の
取
様
も
な
い
仕
合

せ
で
御
座
る
妥
に
何
か
し
殿
と
申
方
に
銀
子
お
借
用
致
し
て
御
座
る
久

み
し
に
成
と
も
返
弁
の
致
さ
ぬ
余
り
気
の
毒
に
存
に
依
テ
又
愛
に
何
某
殿

と
申
て
有
徳
人
が
御
座
る
是
へ
参
り
銀
子
お
借
用
致
し
直
に
返
弁
の
致
お

と
存
る
誠
に
来
る
年
も
く
不
仕
合
せ
て
当
年
な
と
ハ
年
の
取
様
も
な
い
仕

ア
ト
ヘ
是
ハ
此
邊
の
者
で
御
座
る
愛
に
何
某
と
申
人
に
銀
子
お
」

用
達
て
御
座
れ
ハ
久
々
に
な
れ
と
も
返
弁
の
致
さ
ぬ
今
日
大
三
十
日
な
れ

は
さ
い
そ
く
に
参
と
存
ル
シ
テ

ヘ
エ
イ
何
か
し
殿

お
主
は
と
れ
い
ゆ
く

シ

ヘ
サ
レ
ハ
の
事
で
御
座
る
こ
な
た
の
銀
子
も

久
々
に
な
れ
と
も
返
弁
の
致
し
ま
せ
ぬ
又
妥
に
何
某
殿
の
と
申
て
有
徳
人

御
座
り
ま
す
る

ア

＼
エ
イ
何
某

ヘ
中
々
是
は
御
苦
労
で
御
座
り
ま
す
る

あ
ら
は
サ
ア
く
御
出
被
成
て
被
下
れ
い

へ
心

得

タ

シ

と
言
内
是
で
御
座
る
ア
ヘ
ま
こ
と
に
是
じ
ゃ
」

7
ウ

さ
お

ヘ
イ
ヤ
何
か

ァ
ヘ
ヲ
、
そ
の

内
か
あ
る
案
内
ハ
た
そ

か
し
当
年
ハ
仕
ま
い
か
早
か
っ
た
の

シ

ヘ

イ
ヤ
モ
仕
ま
い
ま
す
る
段

で
御
座
ろ
う
か
来
る
年
も
く
不
仕
合
せ
て
当
年
杯
ハ
年
の
と
り
よ
う
も
な

借
シ

ヘ
エ
イ
何

の
御
出
被
下
ま
す
る
か

ァ
ヘ
夫
は
幸
じ
ゃ
某
も
其
何
某
方
へ
行
お

シ

ヘ
あ

お
く
り
や
れ

カ
シ

ヘ
ち
と
此
比
稽
古
す
る
吹
て
見
様
聞
て

シ

ヘ

心
得
ま
た

[此
所
笛
の
調
べ

]

シ

ヘ
ハ
ハ
ア
是

は
け
つ

つ
こ
う
で
御
座
り
ま
す
る
力

ヘ
是
は
如
何
な
事
笛
お
吹
ク
是

何

か

し

シ

ヘ
ハ

ア

ア

ヘ
今
の
物
は
シ
ヘ
イ
ヤ
お
つ
け
借
ま
す

る
し
ば
ら
く
お
待
被
成
ア

ヘ
心

得

タ

カ

シ

ヘ
是
々
何
か
し
某
ハ
い

つ
も
三
十
日
に
囃
子
お
す
る
そ
な
た
わ
鼓
お
打
て
お
く
り
や
れ
シ

へ

畏
テ
ハ
御
座
れ
と
も
今
日
は
大
三
日
て
御
座
り
ま
す
る
吟
今
の
物
お

シ
ヘ
夫
は
き
っ
か
い
お
し
や
る
な
借
て
お
ま
せ
う
サ
ア
／
＼
鼓
お
打
て
お

く
り
や
れ
」

8
ウ

某
が
謡
お
う
[
玉
か
つ
ら
小
鼓
-
晒
億
あ
り
]

此
上
は
大
鼓
に
せ
う
シ

ヘ
是
は
迷
惑
で
御
座
る
ア
ト

ヘ
な
ん
じ
ゃ

大
鼓
お
打
う
ア
ト
ヘ
是
々
何
か
し
返
弁
の
お
し
や
ら
る
か

今
返
弁
の
致
し
ま
す
る
し
ハ
ら
く
御
待
被
成
被
下
れ

大
鼓
お
打
て
お
く
り
や
れ
又
某
が
謡
お
う

ァ

ヘ
是
何
某
何
事
お
し
て
お
ひ
や
る

か
御
座
る
是
へ
参
り
借
用
仕
り
直
に
返
弁
の
致
お
と
存
シ
て
今
参
る
所
で

7
オ

ア
笛
で
御
座
り
ま
す
る
か

畏
テ
御
座
る

力

是
は
面
白
お
お
り
ゃ
る

シ
ヘ
た
、

カ
シ
ヘ
サ
ア
／
＼

合
し
や

カ
シ
ヘ
是
お
此
比
求
た
見
て
お
く
り
や
れ

シ

ヘ
ハ
ハ

い
仕
合
せ
で
御
座
る
金

へ
是
ハ
し
た
り
某
は
又
早
お
仕
舞
て
歳
暮
の

礼
に
御
出
や
っ
た
か
と
思
た
シ

ヘ
早
足
御
無
心
に
参
り
ま
し
た
何
と

ぞ
銀
子
お
御
借
被
成
被
下
な
ら
は
有
難
お
存
シ
ま
す
る
金

へ
夫
ハ
心

安
イ
事
じ
ゃ
借
シ
て
お
ま
せ
う

へ
是

ハ
恭
の
う
御
座
り
ま
す
る
」

8
オ

借
シ
ヘ
扱
そ
な
た
に
ち
と
見
す
る
物
が
あ
る
こ
う
通
ら
し
ま
せ

シ

ヘ、
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し
は
ら
く
お
待
被
成
被
下

ま
す
る

ア

ヘ
今
日
お
い
つ
そ
と
思
て
お
ひ
や
る

カ
シ
ヘ
此
上
は
太
鼓
お
打
て
お
く
り
や
れ
シ

ヘ
是
は
迷
惑
で
御
座
り

私
は
た
、
今
の
物
お
借
り
申
あ
な
た
こ
な
た
へ
こ
う
物
と
仕
ら

カ
シ

ヘ
扱
、
せ
わ
し
う
お
し
や
る
」

9
オ

れ
ね
は
な
り
ま
せ
ぬ

此
上
は
銀
子
お
是
へ
出
シ
て
お
こ
う
に
依
テ
夫
お
見
て
楽
て
囃
子
て
お
く

り
や
れ

シ

ヘ

畏
テ
御
座
る
カ
シ
ヘ
某
か
舞
お
そ
う

ヘ
サ
ア
(
¥

舞

せ

ら

れ

い

ア

ヘ
何
ん
じ
ゃ
舞
お
ま
う
か
ち
と
見
た
い
物
じ
や
か

[春
日
龍
神
太
鼓
壱
調
の
習
あ
り
中
同
上
£
二
人
ツ
レ
舞
ニ
ナ
ル

]

テ
ヘ
サ
ア
ハ
よ
い
年
お
取
お
う

此
狂
言
は
至
テ
習
多
し
余
ハ
ロ
惇
あ
り

嘉
永
四
年
辛
亥
師
走
吉
日
写
之
」

9
ウ

能
狂
言
番
組

嘉
永
四
年
の
十
月
に
、
中
之
地
蔵
で
と
り
行
わ
れ
た
辻
能
の
番
組
。
十

六
枚
の
番
組
の
前
後
に

一
枚
ず
つ
興
行
を
見
物
に
行

っ
た
「
馬
瀬
村
山

本
作
十
郎
」
の
覚
書
が
付
け
て
あ
る
。
十
六
日
間
の
興
行
に
つ
い
て
、
能
・

狂
言
の
演
目
・
出
演
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
十
六
枚
の
う
ち
、
十
五
枚
は

刷
り
物
で
あ
る
が
、
九
日
目
の
番
組
は
や
や
青
み
が
か

っ
た
用
紙
に
手
書 シ

馬
瀬
村

庄
本
山
も
と
作
十
郎

赤
木
粂
三
郎

廣

岡

亀

蔵

興

行

中
之
地
蔵
常
芝
居
お
ゐ
て
十
六
日
間

狂
言

狂
言

堀
江
仙
右
エ
門

金
森
宗
右
エ
門

き
で
記
し
て
あ
り
、
直
前
に
演
目
の
差
換
え
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
興
行
を
と
り
行

っ
た

一
座
は
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
考
え
て
、

当

時
諸
国
を
ま
わ

っ
て
辻
能
を
行
な

っ
て
い
た
仙
助
座
の
七
代
目
に
あ
た
る

一
座
で
あ
ろ
う
。
こ
の
番
組
に
は
、
馬
瀬
に
存
在
す
る
狂
言
〈
琵
琶
聟
〉

〈三
十
日
囃
子
〉
の
上
演
記
録
と
、
こ
の
二
曲
を
馬
瀬
に
伝
え
た
と
さ
れ

る
赤
木
粂
三
郎
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
瀬
の
三
味
線
芸
に

関
わ
る
と
思
わ
れ
る
林
寿
三
郎
の
名
も
見
え
る
。
中
林
武

一
氏
が
所
蔵
。

な
お
、
馬
瀬
に
は
こ
れ
以
外
に
も
天
保
二
年

（
八
月
）
の
仙
助
座
の
番
組

が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
紹
介
し
た

い。

（表
紙

・
手
書
き
）

六
十
才

嘉
永
四
辛
亥
歳

能
狂
言
番
組

十
月
吉
日（後

紙
・
手
書
き
）

初
日
十
月
八
ヨ
リ
廿
三
日
迄

千
秋
萬
歳
楽
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馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

加
茂

堀
江
仙
右
エ
門

森
卯
三
郎

二
日

目

番

組

(1
オ
）

米
市

金
森
宗
右
エ
門

白
●殺

生
石

清
経

堀
江
仙
右
エ
門

林
寿
三
郎

末
廣

附
祝
言

善
知
鳥

籐

金
森
宗
右
エ
門

長
谷
川
来
作

谷
口
十
作

山
本
作
十
郎

瓜

盗

人

廣

岡

亀

蔵

山
本
作
十
郎

堀
江
仙
右
エ
門

白
櫨
ゼ
ン
ゴ

船

弁

慶

長

谷

川

来

作

福
田
平
右
エ
門

森
卯
三
郎

高
砂

林
寿
三
郎

谷
口
庄
エ
門

堀
江
仙
右
エ
門

面
箱

翁 初
日

番
組

三
番
斐

千
歳

附
祝
言

三
日
目

番
組

蜘
盗
人

2
オ

八
尾

芥
川

廣
岡
亀
蔵

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

雁

大

名

廣

岡

亀

蔵

現
在
鶴

安
宅

八
蔦

金
森
音
治
郎

堀
江
仙
右
エ
門

角
田
川

金
森
宗
右
エ
門

林
寿
三
郎

長
谷
川
来
作

谷
口
十
作

福
田
平
右
エ
門

長
谷
川
来
作
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望
月

俊
寛

張
良 一輪

祁
廊

堀
江
仙
右
エ
門

金
森
宗
右
エ
門

堀
江
仙
右
エ
門

林
寿
三
郎

四

日

目

番

組 石
神

縄
な
ひ

谷
口
十
作

福
田
平
右
エ
門

長
谷
川
来
作

森
卯
三
郎

(
3
オ）

舎
利

附
祝
言

金
森
音
治
郎

烏
帽
子
折 堀

江
仙
右
エ
門

狸
々
乱

金
森
宗
右
エ
門

堀
江
仙
右
エ
門

福
田
平
右
エ
門

渡
邊
源
之
助

谷
口
十
作

善
知
鳥

長
谷
川
来
作

忠
度

森
卯
三
郎

林
寿
三
郎

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

五

日

目

番

組

宗
八

廣
岡
亀
蔵

(4
オ

文

相

撲

廣

岡

亀

蔵

成

上

り

廣

岡

亀

蔵

附
祝
言

土
蜘
蛛

雲
雀
山

靱
猿

泣
尼

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

林
寿
三
郎

茶
壺

堀
江
仙
右
エ
門

長
谷
川
来
作

森
卯
三
郎

渡
邊
源
之
助

附
祝
言

橋
弁
慶

林
寿
三
郎

廣
岡
亀
蔵
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融：
馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

羅
生
門

正
尊

弓
矢
太
郎

武
悪

千
鳥

朝
長

廣
岡
亀
蔵

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

松
茸

廣
岡
亀
蔵

(
7
オ）

附
祝
言

釣

り

狐

赤

木

粂

三

郎

渡
邊
源
之
助

ど
ん
太
郎
廣
岡
亀
蔵

金
森
音
治
郎

鍋
八
つ
撥
赤
木
粂
三
郎

長
谷
川
来
作

附
祝
言

堀
江
仙
右
エ
門

大
江
山

長
谷
川
来
作

長
谷
川
来
作

堀
江
仙
右
エ
門

富
士
太
鼓

林
寿
三
郎

道
成
寺

長
谷
川
来
作

森
卯
三
郎

堀
江
仙
右
エ
門

金
森
宗
右
エ
門

●
乞佐

々
木

谷
口
十
作

堀
江
仙
右
エ
門

林
寿
三
郎

景
清

福
田
平
右
エ
門

六

日

目

番

組

金
森
宗
右
エ
門

龍
田

森
卯
三
郎

(
5
オ

林
寿
三
郎

釣

り

女

廣

岡

亀

蔵

七

日

目

番

組

止
働
方
角
赤
木
粂
三
郎

入
間
川

八
幡
前

廣
岡
亀
蔵

(
6
オ

赤
木
粂
三
郎

太

刀

奪

廣

岡

亀

蔵
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白
●小

鍛
治

雷
電

林
寿
三
郎

長
谷
川
来
作

金
森
宗
右
エ
門

大
佛
供
養

谷
口
十
作

九

日

目

番

組

林
寿
三
郎

玉
の
井

長
谷
川
来
作

8
オ

堀
江
仙
右
エ
門

腰
祈

廣
岡
亀
蔵

十

日

目

番

組

三
人
片
輪

宗
論

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

9
オ
）

萩
大
名

廣
岡
亀
蔵

膏
薬
煉

廣
岡
亀
蔵

附
祝
言

狸
腹
鼓

長
谷
川
来
作

ふ
ね
ふ
な

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

金
森
音
治
郎

佐
渡
狐

夜
討
曽
我 堀

江
仙
右
エ
門

卒
塔
婆
小
町

金
森
宗
右
エ
門

鷺
乱

堀
江
仙
右
エ
門

鞍
馬
天
狗 林

寿
三
郎

八

日

目

番

組

福
田
平
右
エ
門

長
谷
川
来
作

森
卯
三
郎

附
祝
言

金
札

石
橋

春
近

松
風

金
森
宗
右
エ
門

堀
江
仙
右
エ
門

堀
江
仙
右
エ
門

金
森
宗
右
エ
門

廣
岡
亀
蔵

森
卯
三
郎

福
田
平
右
エ
門

渡
邊
源
之
助

谷
口
十
作
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馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

河
水

嘗
麻

春
栄

堀
江
仙
右
エ
門

金
森
宗
右
エ
門

林
寿
三
郎

長
谷
川
来
作

谷
口
十
作

長
谷
川
来
作

福
田
平
右
エ
門

附
祝
言

合
浦

金
森
宗
右
エ
門

牽
瓢道

成
寺

綾
鼓

堀
江
仙
右
エ
門

金
森
宗
右
エ
門

森
卯
三
郎

長
谷
川
来
作

谷
口
十
作

春
日
龍
神 堀

江
仙
右
エ
門

小
袖
曽
我

十

一
日

目

番

組

林
寿
三
郎

実
も
り

福
田
平
右
エ
門

(10
オ
）

堀
江
仙
右
エ
門

犬
山
伏

廣
岡
亀
蔵

十
二
日
目

番
組

素
抱
落

赤
木
粂
三
郎

鶏
聟

無
布
施
経

赤
木
粂
三
郎

(11
オ

廣
岡
亀
蔵

空
腹

廣
岡
亀
蔵

附
祝
言

蜂

岩
船

閾
罪
人

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

鉢
木

葵
上

金
森
音
治
郎

堀
江
仙
右
エ
門

森
卯
三
郎

福
田
平
右
エ
門

長
谷
川
来
作

附
祝
言

熊
坂

二
人
大
名

金
森
音
治
郎

廣
岡
亀
蔵

森
卯
三
郎
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鉄
輪

吃
り

赤
木
粂
三
郎

骨
皮

廣
岡
亀
蔵

粟
田
口

廣
岡
亀
蔵

柿
山
伏

赤
木
粂
三
郎(14

オ

附
祝
言

琵
琶
聟

廣
岡
亀
蔵

長
谷
川
来
作

金
森
音
治
郎

一
角
仙
人

福
田
平
右
エ
門

●
月
花

山
姥

金
森
宗
右
エ
門

悪
源
太

海
人

抜
殻

赤
木
粂
三
郎

鼻

取

相

力

廣

岡

亀

蔵

関
ヶ
原
与
市

附
祝
言

森
卯
三
郎

金
森
音
治
郎

堀
江
仙
右
エ
門

望
月

谷
口
十
作

堀
江
仙
右
エ
門

林
寿
三
郎

藤
戸

長
谷
川
来
作

金
森
宗
右
エ
門

堀
江
仙
右
エ
門

安
達
原

十
三
日
目

番
組

堀
江
仙
右
エ
門

弓
八
幡

(12
オ

長
谷
川
来
作

不
須

廣
岡
亀
蔵

六
歌
仙

朝
比
奈

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

餅
酒

廣
岡
亀
蔵

十

四

日

目

番

組

清
水

長
谷
川
来
作

谷
口
十
作

福
田
平
右
エ
門

林
寿
三
郎

谷
口
十
作

赤
木
粂
三
郎13

オ
）

-58-



馬
瀬
狂
言
の
研
究
（
資
料
）
（
山
中
）

伯
養

堀
江
仙
右
エ
門

塗
附

堀
江
演
作

羽
衣

(15
オ）

名
取
川

木
六
駄

芯
奪

廣
岡
亀
蔵

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎

（
や
ま
な
か
は
な
・
箕
面
自
由
学
園
高
等
科
非
常
勤
講
師

宝
ノ
槌

廣
岡
亀
蔵

附
祝
言

千
秋
楽

禅
師
曽
我

渡
邊
源
之
助

福
の
神

(16
オ

金
森
音
治
郎

墨
ぬ
り

岡
橋
忠
助

伊
藤
粂
三
郎

堀
江
仙
右
エ
門

違
●
子
十
二
llt

石

橋

福

田

平

右

エ

門

花
折

伊
藤
粂
三
郎

三
井
寺

三
十
日
囃
子

廣
岡
亀
蔵

谷
口
十
作

隠
狸

金
森
宗
右
エ
門

伯
母
酒

盛
久

長
谷
川
来
作

飛
越

堀
江
仙
右
エ
門

蟹
山
伏

鱗
形

谷
口
十
作

千
切
木

林
寿
三
郎

悪
太
郎

十

五

日

番

組

咲
吼

岡
橋
忠
助

廣
岡
亀
蔵

赤
木
粂
三
郎

林
寿
三
郎

富
村
代
次
郎

赤
木
粂
三
郎

赤
木
粂
三
郎
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